TOEFL iBTのSpeaking Sectionの模擬タスク群を公開します。
音源と、transcripts付きです。学生さん等に御紹介下さい。
（Transcriptsについては外注ですが、“in other words”を“in the words”とするなど、倹約が祟ったのかqualityに大いに疑問が有ります。日本人がやった恐れすら有るので、その内念入りにチェックするつもりですが、大体は良い様ですので、今はこのまま使って下さい。）
青谷が自分でやっている為に、イッパイ間違っていますが、それもそのまま曝け出しています。
ネットでは『青谷は京大の恥部』と言う＊匿名＊投稿が氾濫し、学内のトイレには『京大一マッスグなアホ』との落書きが青々と（僕が青が好きだと知っていたのでしょう。心優しい方です。...でしょうか...）出ています。

 

でもねえ、間違いや無能さを隠している方がよっぽど駄目ですよ。と言う訳で、恥部も患部も一緒にどうぞ。

 

最初に重要な一言：Copyrightは全て青谷正妥（あおたにまさやす）に帰属します。個人使用も教室での使用も、完全に自由ですし無料ですが、商用目的の使用は厳禁です。要は、「勉強や授業になら、出所を明らかにして幾らでも使って下さい、しかし、金儲けに使ったり、自分がやったと主張したりは止めて下さい」と、極当たり前の事を言っているだけですね。ところで、キリまで話す事に重点を置いたので、きっちり45秒にはなっていません。ダウンロードも当然自由です。

 

TOEFL Speaking Task 1　（個人的内容：準備15秒、話は45秒）

 

予ねてより御案内を続けていましたTOEFLのSpeaking Sectionの1番の模擬・擬似問題ですが、しっかりとscriptを校正読みする時間も無いので、兎に角as is（今手元に有る内容をそのまま）で提供を開始する事にしました。

 

僕の間違いも其の儘提供しています。例えば、勿論知識としては持っているのですが、time pressureの中で『look forward to ...ing』を『look forward to 原形』 と言う様な、馬鹿な間違いもそのままです。

 

提供の理由は以下の通りです。

 

1. 練習用の教材として使ってもらう。
2. 学生さんに勇気を与える。（つまり、TOEFL iBT満点の僕でも、詰まったり、言い換えたり、完全に間違えたりしょっちゅうするので、学生さんや一般受験者が簡単に出来ないのは当然であるとのメッセージを発信する。）
3. 勿論大いに訛っていますが、音源を提供する事によって、僕の発音等も「このレベルでOK」と言う意味での参考にして貰う。

 

例えば、国語力（つまり英語力）の有るnative speakerが、このspeakingをやったとすると、勿論素晴らしい物になるでしょうが、日本人が目指せる様なレベルの物ではないでしょうし、transcriptを読んでも未だ分からない程高度な英語が出て来る恐れも十分です。

 

それよりは、典型的な昔ながらの日本の中・高英語教育の産物である青谷正妥（あおたにまさやす）が、限られた現有戦力をフルに活用して喋っている例の方が（少なくともそういう例も）、役立つと考えました。これなら、皆さんが目標として目指したり、これ以上のレベルと言う目標を立てたりしても現実的です。

 

内容は以下の通りです。

 

Topicsが1から159まで有りますが、青谷のoriginalや学生さんが書いて来て下さった物で、ETSの実際のTOEFLのトピックに一応似せては有りますが、copyrightの問題は有りません。ネイティブチェックは未だ掛かっていないので、topicsのstatementsその物に、英語の問題が幾つも潜んでいる可能性が十分に有ります。

 

今回の1から159については、青谷の見解・経験等を実際に述べています。15秒の準備時間でやっていますが、中には一回目があまりにもひどかったので二度やった場合すら有ります。基本はon the flyです。

 

次のbatch（160以降）では、青谷色が出ない物、つまり態と僕とは違った意見や経験や信条を創作して僕が述べている物を（物も）やろうと思っています。

 

MASAN-1_1.doc　（http://aoitani.net/TOEFL_Speech/MASAN-1_1.doc）を見て下さい。

 

1. Think of an invention that changed the way you live. Explain how and why it did so? Please include specific details in your explanation. （これがトピックです。）

 

Original Transcript（これが僕の喋りのverbatimなtranscriptです。）: I think I should pick a computer. Ah, computers were not available, like, you know, for the general public, to the general 

 

public, when I was a kid, and ah, the only option was, like, to write things by hand or, if it’s a computation, to use a calculator.

 

But, ah, when I was a college student, computers—that’s when computers began to become available, widely available. And, that accelerated, ah, both computational work as well as, like, 

 

document processing of various kinds.

 

And ah, I benefited greatly from a computer programs called LaTeX when I wrote my dissertation. And ah, right now I work through my keyboard. Most of my work is done through my keyboard.

 

Basic Changed Transcript（上記を、読み易い様にクリーンアップした物です。）: I think I should pick a computer. 
Computers were not available to the general public, when I was a kid. The only option was to write things by hand or, if it’s a computation, to use a calculator.

 

But when I was a college student, that’s when computers began to become widely available. That accelerated both computational work as well as document processing of various kinds.

 

I benefited greatly from a computer program called LaTeX when I wrote my dissertation. Right now I work through my keyboard—most of my work is done through my keyboard.

 

これは1番目の物ですが、2から11のtranscriptsは
http://aoitani.net/TOEFL_Speech/MASAN-1_2-11.doc
に、12から159は
http://aoitani.net/TOEFL_Speech/Cripton_12-159_transcripts_Final.doc
に有ります。

 

音源は、1.mp3, 2-11.mp3, 12.mp3, 13.mp3, 14.mp3, 15.mp3, ......, 159.mp3です。2から11は一つのファイルです。
例えば、
http://aoitani.net/TOEFL_Speech/1.mp3
が、1.mp3の格納場所です。

 

青谷正妥（あおたにまさやす）

 

ホームページ： http://aoitani.net/
 

プロフィール： http://aoitani.net/aotani/Personal_Profile.html
 

TOEIC, TOEFL CBT, TOEFL iBT 満点： http://aoitani.net/TOEFL_iBT.html
 

TOEFL iBTの手引き： http://aoitani.net/TOEFL_iBT_Guide.doc （恒常的・向上的に編集中：一旦保存しないと見られない人も多い様です。僕には理由不明。）

 

プロモーションビデオ（衛星放送録画：個人使用のみ）
http://aoitani.net/Go_on_AOTANI.wmv
 

「英語勉強力」
http://www.dhc.co.jp/d_pub/english/book2a.html#19
 

「超★理系留学術」
http://www.kagakudojin.co.jp/library/ISBN978-4-7598-1151-3.htm
 

 

 

**********************************
  青谷英語のすべて
 「英語勉強力： 成功する超効率学習」　
  （DHC出版のCDBook）
  http://aoitani.net/dhc.html
**********************************
 
2008年3月31日刊『超★理系留学術：アメリカ大学院のすべて』（化学同人社）
 
青谷正妥（あおたにまさやす）♂
プロモーションビデオ（衛星放送録画：個人使用のみ）
http://aoitani.net/Go_on_AOTANI.wmv
 
-----------------------------------------------------------
『下に出ていますが、年20回発行で、一回400字という、非常に
slowなメルマガを始めました。』
 
幸運の青い谷、京大のゴールデンボーイ：　青谷正妥
　　http://aoitani.net/
　　（来ると不幸になるホームページ：但し、虫はいません。）
・英語のカリスマ青谷正妥：TOEFL,TOEIC満点達成
　　http://aoitani.net/TOEFL_iBT.html
・英語のコンビニ：目からウロコの英語情報（メールマガジンです。）
　　http://www.mag2.com/m/0000113907.htm
・留学と英語学習のメーリングリスト"EERR"
　　http://aoitani.net/ の登録ボックスより
・「人は不特定多数に名刺を配り続けると有名になれるのか？」
　　http://www.japantoday.com/jp/newsmaker/2
-----------------------------------------------------------

